
 

 

 

 

～「発達障がい」について②～ 
 インクルーシブ教育だより４号では、「発達障がい」の概要について触れました。みなさんの周りにはじっと

していることができない子、いつも１人で遊んでいる子など、「気になる子」はいませんか。子どもの「気にな

る」行動は様々です。また、子どもの「気になる」行動の理由も様々です。じっとしていることができない子

は、気分が高まって興奮しているだけかもしれません。部屋の外の様子が気になっているのかも知れませ

ん。単に１人で遊ぶことが好き、仲間に入れてもらう方法が分からないから１人で遊んでいるのかもしれま

せん。一人一人の理由や背景に寄り添って、適切に支援していくことが必要であり、支援を通して子どもの

成長を促す視点が大切です。 

支援のポイント 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの行動（例） 

第６号 

荒尾市立緑ケ丘小学校 

令和６年 １月 １９日（金） 

文責：特別支援教育部 

＼共生社会の形成に向けた／ 

思い通りにならないとたたいたり 

大声をあげたりする 

 
他の表現方法を 

知らないのかも 

 

 
叩く、大声をあげたことで言

うことを聞いてくれた 

経験があるのかも？ 

 

理由・背景 

 

 
「嫌な気持ちになったら私に

伝えてね」等、他の対応方法を

一緒に考える。 

 

 
「○○と思っているん

だね」等、気持ちを代弁

する。 

 

考えられる支援方法 

 


